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今年度要求のポイント

平成22年度予算額 平成23年度要求額

整理番号 07 027 局・課名／　　 市民人権局・スポーツ企画課 (単位　千円)

事 業 名 堺浜野球場管理事業 平成21年度決算額

関連事業
事 業 費 24,186 70,112 73,030

全体事業費事業期間 H17.4.1～H25.3.31

事業目的
　本市の野球場における休日の施設利用率は非常に高く、硬式で夜間照
明を備えた野球場に対する利用者ニーズは高い。
　この利用者ニーズに対応していくため、新日本製鐵との協定を更新
し、堺浜野球場の市民利用を継続していく。
　また、堺浜野球場は市内で唯一の高校野球などの公式戦が開催可能な
野球場であるが、民間所有の野球場であり、老朽化も著しいことから、
観客席を有した高校野球などの公式戦が開催できる野球場整備について
調査研究を行う。

　本野球場は市内で唯一の夜間照明付硬式野球場であり、かつ唯一の公式大会開
催可能な野球場である。そのため利用者ニーズも高く、引き続き継続使用の必要
性があるものと認められるため、必要な経費を要求するものである。
　また、高校野球などの公式戦が開催可能な野球場整備について、候補地、規模
等を含め調査委託料を要求するものである。

事業内容 主な要求内容 （単位：千円）

保険料

内容・積算等

野球場管理運営負担金 70,000 70,000 協定書に基づく負担金

野球場整備検討調査 0 3,000 調査委託

野球場検討懇話会 82 0 謝礼金

スケジュール（経過及び今後展開）

合計 70,112 73,030

　新日本製鐵が所有している野球場につき、施設の有効利用の観点から
平成17年度に「野球場等の市民利用に関する協定書」を締結し、市民利
用に供してきたもの。引き続き利用者ニーズに応えるため、平成22年度
に同協定書を更新し、市民利用が可能となっている。また、本野球場は
ＮＯＭＯベースボールクラブの活動拠点として、また、子どもたちの野
球教室等に活用されている。
　本野球場は、昭和47年に建設され、老朽化が顕著であり、民間所有の
野球場であることから、高校野球などの公式戦が開催できる野球場の整
備について、候補地や規模等を含め検討する。
【堺浜野球場の利用実績】
・社会人野球：都市対抗野球大会予選、全日本クラブ選手権大会予選
・高校野球：春・秋季近畿高校野球大会
・利用率　（平日）32％　（休日）75％
【政令指定都市18市の状況】
収容人員1万人以上の野球場：川崎市を除く17市で設置（うち15市は市
営野球場として整備）

項目 22年度予算 23年度要求額

施設賠償保険 30 30

その他　特記事項

【経過（～22年度】 【23年度】 【今後（～24年度】

「野球場等の市民利用に関する協定
書」（平成17年度～平成21年度）
新たに「野球場等の市民利用に関す
る協定書」を締結（平成22年度）

平成22年度に締結した協定書により、
引き続き市民利用に供する。

野球場整備検討調査

利用者のニーズや利用状況の把握に努
めるとともに、検討調査の結果を踏ま
え、今後の野球場の方向性を検討して
いく。

12月27日 修正


